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3. 研究種目名

2. 研究機関名
大妻女子大学
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5. 課 題 番 号

6. 研究課題名 「語り」の蓄積からコミュニティの物語を出力する地域デジタルアーカイブの構築と運用

7. 研究代表者
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研　究　者　番　号 研 究 代 表 者 名
マツモト　サヤカ

松本　早野香
講師

所　属　部　局　名 職　　名

8. 研究分担者

研　究　者　番　号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職　　名

9. 研究実績の概要

　本研究は、地域コミュニティに属する人の「語り」に着目し、これを蓄積し文脈に応じて出力、それによって「コミュニティの物語
」を提供する新しいタイプの地域アーカイブを構築することにより、地域における情報技術の活用に新しいモデルを提案するとともに
、地域コミュニティにおける「語り」の果たしうる役割を実証的に研究するものである。
　対象となる地域は可住面積の6割が東日本大震災の津波被害をうけた宮城県亘理郡山元町である。この町には東日本大震災発生10日
後から放送を開始し、当該年度終了日である3月31日まで放送を継続した臨時災害放送局「りんごラジオ」があった。りんごラジオの
コンセプトは「いい町には声がある」「山元町100%」、すなわち町民が町民に向けて話すというものである。道を歩いている人にアポ
イントメントなしで話しかけるコーナーが長期にわたって続いているなど、出演者は公人にかぎらず、幼稚園児から高齢者まで、ほと
んどあらゆる町民をふくむ。
　地域に大きく貢献したりんごラジオであるが、放送記録についても地域におおいに貢献しうる。しかしながら、現在、臨時災害放送
局の記録はそのような機能を有しておらず、デジタル化されていないものも含め、さまざまな記録が連結されず独立して存在している
。そこで本研究では、人々の「語り」を重視してきたりんごラジオの放送記録を中心として関連情報を結び付けることができるアーカ
イブシステムを構築することをめざす。研究2年目である平成28年度には、放送記録のデジタル化と整理を進め、また、ラジオ局閉局
にあたっての関係者の記録に対する思い等について聞き取り調査を実施した。

    （１／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

放送記録は手書きのノートであったことから、許諾を得てデジタル化を進め、放送記録に掲載された人々の「語り」について整理した
。具体的には、人々の出演する番組について記録をもとにまとめ、放送の概略と変遷を論文として執筆した。さらに、アーカイブ設計
の参照とするため、放送局局長・スタッフ、関係者への聞き取り調査を実施した。加えて、本研究開始前の段階で開設・運用支援をお
こなっていた臨時災害放送局のブログを保全した。このブログにはラジオ局スタッフにより投稿された多くの写真など、復興記録とな
りうるコンテンツが残されている。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)宮城県亘理郡山元町

地域コミュニティ 東日本大震災 臨時災害放送局 デジタルアーカイブ

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの進捗状況

今後の研究の推進方策　等

臨時災害放送局「りんごラジオ」は閉局したが、放送記録ノートのデータはすでに取得しており、また、放送局長・局長代行にも研究
協力者として随時連絡が取れる状態である。また、記録を活かす主体である地域の自治体、すなわち町役場の関係者にも放送記録ノー
トの電子化について報告した。今後は、第一に、電子化したデータをデジタルアーカイブとして実装する。また、ブログに掲載された
データも活かすことを検討する。さらに、最終年度にわたって、地域でこれを活かす方法を提案するために地域住民の協力を得てアー
カイブを試用する。

（理由）
データ整理を委託するより研究者本人がおこなったほうが効率的であった部分があった。また、年度終わりに掲載される論文掲載料の
支払いが次年度（すなわち本年度）になった。

（使用計画）
ある程度整理したデータの処理は委託可能であるため、データ整備関連の費用は主に次年度に支出する。また、論文掲載料などを支払
う。

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）

    （２／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。

（課題番号： 15K16098 ）
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13.研究発表（平成２８年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計（１）件／うち査読付論文　計（１）件／うち国際共著　計（０）件／うちオープンアクセス　計（０）件

2 0 1 7

〔学会発表〕　計（１）件／うち招待講演　計（０）件／うち国際学会　計（０）件

〔図書〕　計（１）件

2 0 1 7

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（０）件

国内・外国の別権利者 出願年月日

780

総ページ数

書名『東日本大震災と〈復興〉の生活記録』,論文タイトル「地域に開かれ、地域から開かれた臨時災
害放送局－－山元町『りんごラジオ』 」

書籍編著　吉原直樹・似田貝香門・松本行真 編　論文筆者　松本早野香

著　者　名

産業財産権の名称 産業財産権の種類、番号発明者

発　表　場　所

富山大学

書　　名 発行年

出　版　社

六花出版

オープンアクセス

http://hdl.handle.net/10125/41620

学　会　等　名 発表年月日

2016年09月07日～
2016年09月07日

FIT2016（第 15 回情報科学技術フォーラム）

発　　表　　標　　題
障害児・者向けスケジュールアプリの試作と考察

発　表　者　名
服部哲, 柴田邦臣, 松本早野香

最初と最後の頁

有

国際共著

Proceedings of the 50th Hawaii International Conference on
System Sciences

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

発行年

－50 3823-3828

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難

論　　文　　標　　題
“Media for Capability” of Children with Disabilities: Development of the
Japanese Augmentative Alternative Communication App by Tablet for Persons with
Hard of Hearing

著　者　名
Shibata, Kuniomi Hattori, Akira Matsumoto, Sayaka

巻雑　　誌　　名 査読の有無

（課題番号： 15K16098 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／4）



２版

〔取得〕　計（０）件

15.科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計（０）件

16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究：－

17.備考
専任教員／社会生活情報学専攻　松本　早野香（マツモト　サヤカ） 
http://www.sis.otsuma.ac.jp/dept1/dept1_4/matsumoto/ 

国内・外国の別

国際研究集会名 開催年月日 開催場所

出願年月日

権利者 産業財産権の種類、番号発明者 取得年月日産業財産権の名称

（課題番号： 15K16098 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （4／4）


